ジェンダーセッション(第65回) : 婦人雑誌の読者と生活合理化という思想 : 家庭の近代化を牽引した知識階級の妻たち by 小関 孝子

































































はもと子の再出発への理解をしめし、もと子は 1896（明治 29）年に 23 歳で報知新聞の校
正係として採用され、やがては記者として活躍することとなったのである。 









































































































































出典：『友のおとづれ』1925（大正 14）年 5月発行（6）(7)の名簿をもとに筆者作成 
組合名 組合員名 本人の職業 夫の職業 組合名 組合員名 本人の職業 夫の職業 組合名 組合員名 本人の職業 夫の職業
東京 O　英子 ― 大阪 K　トヨ 質業 福岡 U　さき 会社員
一番組合 N　とよ子 銀行員 一番組合 F　一絢 錦糸麻商 一番組合 Ｋ　たまよ 会社員
Y　久子 会社員 M　孝 輸出入商 Ａ　茂子 会社員
A　なつ子 銀行員 S　かつ 弁護士 Ｈ　三千枝 会社員
M　さき子 ― M　銀子 機械商 福岡 Ｏ　茂子 会社員
M　くに子 会社員 S　すま 教師 二番組合 Ａ　久子 会社員
O　ふく子 会社員 大阪 Y　敏子 会社員 Ｔ　政子 会社員
東京 F　あや子 軍人 二番組合 F　きぬ江 会社員 福岡 Ａ　うき 材木商
二番組合 K　みよ子 銀行員 I　津枝 三番組合 Ｎ　きよ 石炭商
F　ゆよ子 会社員 大阪 S　園子 会社員 Ｎ　信 会社員
M　小枝子 ― 三番組合 M　蔦子 会社員 長崎 Ｔ　松子 会社員
F　ひで子 ― N　台子 救世軍 一番組合 Ｋ　つる子 会社員
東京 O　静子 教師 S　やを Ｏ　道 会社員
三番組合 T　梅子 銀行員 大阪 O　清子 Ｋ　春子 会社員
S　貞子 教師 四番組合 T　春子 官吏 Ｍ　朝子 会社員
N　英子 銀行員 N　茂代子 官吏 長崎 Ｔ　とみ子 会社員
I　さち子 電気技師 兵庫 N　恒子 会社員 二番組合 Ｗ　良子 会社員
東京 O　悦子 官吏 一番組合 A　艶子 商工業 Ｈ　園香 教師
四番組合 F　栄子 会社員 K　勢子 運送業 Ｙ　笑子 官吏
S　文子 H　静代 熊本 Ｋ　かね 会社員
S　操 教師 S　章子 一番組合 Ｏ　つね 官吏
M　幾代 会社員 M　竹代 教員 Ｆ　とみえ 軍人
東京 F　静葉 弁護士 兵庫 Y　ふぢ 軍人 熊本 Ｔ　雪子
五番組合 K　照子 会社員 二番組合 M　みつ 官吏 二番組合 Ｙ　松茂
N　福子 官吏 K　時 Ｕ　とみえ 官吏
N　錦子 会社員 N　秀子 会社員 Ｍ　せい 官吏
O　うの 商業 岡山 O　伊勢野 農業 Ｓ　トミ 教師
O　幸子 ― 一番組合 O　芳野 鹿児島 Ｔ　まさ 校長
T　敏子 教師 O　妙子 教員 一番組合 Ｍ　れん 教員
T　とし子 洋画家 岡山 M　三枝 公吏 Ｋ　かをる 教員
T　千代 海軍軍人 二番組合 T　千代子 小学校長 Ｉ　しん 教員
Y　つゑ 医師 S　茂技 教員 Ｈ　共 教員
東京 O　千代子 官吏 H　素女 会社員 Ｋ　つか 銀行員
六番組合 M　時子 商業 H　貞子 醸造業 Ｋ　ゆき 教員
O　恒子 官吏 Y　いく子 小学校長 Ｍ　 教員
東京 O　静子 自由学園 広島 K　久子 酒造業 愛媛 Ｎ　米子 教員
七番組合 H　富子 一番組合 H　アサコ 教員 一番組合 Ｍ　節 実業
羽仁説子 婦人之友社 N　かつ代 教員 Ｋ　重代 教師
M　豊子 婦人之友社 H　ミツ子 教員 Ｆ　初子 教師
O　美枝 婦人之友社 H　琴代 農業 Ｔ　民江 教師
O　民子 広島 K　みさを Ｗ　清 会社員
A　知恵 親鄰館 二番組合 I　信子 Ｈ　節子 牧師
T　まきの 日曜学校協会 広島 K　終子 軍人 北海道 Ｙ　静子 会社員
東京 O　眞子 三番組合 S　田鶴 軍人 一番組合 Ｈ　美代子 会社員
八番組合 K　定子 官吏 O　慶子 軍人 Ｈ　夏子 会社員
K　豊子 官吏 I　敏子 軍人 北海道 Ｆ　浜子 会社員（※日本製鉄所）
S　郁子 島取 N　小枝 会社員 二番組合 Ｗ　俊子 会社員（※日本製鉄所）
東京 H　京子 食料品店経営 一番組合 O　登代子 Ｍ　梅子 会社員（※日本製鉄所）
九番組合 K　光子 会社員 M　登茂代 書家 Ｓ　千代子 会社員（※日本製鉄所）
I　好子 官吏 鳥取 N　切子 商業 Ｋ　次子 会社員（※日本製鉄所）
東京 K　安 教員 二番組合 N　彌重子 商業 Ｓ　寧子 会社員（※日本製鉄所）
十番組合 U　いし 教員 N　都子 農業 Ｉ　鶴子 会社員（※日本製鉄所）
M　かず 島根 S　薫子 地主 Ｉ　繁子 会社員（※日本製鉄所）
K　もよ 教員 一番組合 E　操子 医師 Ｓ　花子 会社員（※日本製鉄所）
神奈川 N　登代子 農業 S　信子 村長 北海道 Ｓ　しま子 会社員
一番組合 N　光子 農業 Y　照子 教師 三番組合 Ｍ　俊子 会社員
N　実枝子 農業 H　文子 布教師 Ａ　とり子 会社員
神奈川 H　あき 軍人 島根 Y　ます子 商業 Ｍ　かん 会社員
二番組合 I　万壽 軍人 二番組合 H　豊子 会社員 Ｏ　愛子 会社員
H　鶴子 軍人 Y　花子 商業 台湾 Ｓ　百代 官吏（※土木局）
M　ゆふ 牧師 長野 Y　こう 材木商 一番組合 Ｙ　千代子 官吏（※土木局）
S　松枝 材木商 一番組合 Y　富美子 製本商 Ｍ　スミ子 官吏（※土木局）
神奈川 N　いは 伝道師 Y　ハル 教員 Ｏ　里恵 官吏（※土木局）
三番組合 K　咲 会社員 新潟 M　幸子 吏員 Ｍ　安子 官吏（※土木局）
K　政子 軍人 一番組合 H　政子 会社員 Ｍ　みちゑ 官吏（※土木局）
S　なつみ 軍人 T　はるみ 教諭 台湾 Ｎ　貞子 医師
H　清 医師 G　のぶ子 教諭 二番組合 Ｔ　たまゑ 医師
岐阜 M　しな子 酒醸造 宮城 U　まつ子 医師 Ｔ　信子 官吏
一番組合 T　豊子 官吏 一番組合 A　久代 会社員 Ｏ　とみ子 実業家
M　克子 酒醸造 H　文子 医師 Ｋ　かめ子 実業家
A　とう 材木商 Y　ふみ子 会社員 朝鮮 Ｍ　初枝 官吏
M　静子 郵便局 S　ふぢ子 運送業 一番組合 Ｋ　八重 官吏
岐阜 K　みつ 医師 E　りん子 木材商 Ｓ　睦子 官吏
二番組合 Y　しよう 金物商 M　安壽 木材商 支那
（マ　マ）
Ｓ　恒子 医師
S　種子 教師 I　文章 海産物商 一番組合 Ｓ　つや 会社員
S　きみ 陶器商 S　千里 船員 Ｉ　多嘉 会社員
Y　ひさ 教師 S　その 農業 Ｔ　せつ 会社員
O　さき 教師 岩手 K　光子 実業 Ｔ　愛子 保母
愛知 C とみ 農業 一番組合 S　千代子 実業 支那
（マ　マ）
Ｙ　とみ子 満鉄社員
一番組合 T　美子 農業 Y　イマ 実業 二番組合 Ｍ　トクヨ 満鉄社員
Y　くら 商業 I　ユキ 実業 Ｈ　かつ子 満鉄社員
愛知 M　光子 官吏 K　マサ 商業 Ｏ　さだ子 満鉄社員
二番組合 A　とし子 官吏 K　千代子 弁護士 Ｎ　とみ子 満鉄社員
T　しのぶ 官吏 O　郁子 Ｄ　うめ子 満鉄社員
O　千重子 会社員 T　善子 樺太 Ｅ　レイ子 教師
京都 Y　たま 医師 H　フヂヨ 一番組合 Ｉ　春江 教師
一番組合 U　千賀 中買人 S　トク子 Ｆ　シヅ子 教師
K　きく 市吏員 岩手 I　キヨ 事務員 Ｏ　彰子 教師
I　栄子 学校長 二番組合 O　ナヲ 銀行員 Ｈ　節子 教師
京都 I　勢子 医師 Ｓ　ユウ 会社員
二番組合 T　泰 医師 Ｍ　タマ 会社員




































災特集号を比較している（北原 2011：36-57）。北原に倣い、1923（大正 12）年 10 月号の
主な婦人雑誌の表紙画を比較した［図１］。 
 
［図１］1923（大正 12）年 10月号の主な婦人雑誌の表紙画 
     
 













友』の 1923（大正 12）年 10 月号の中で、「めいめいに一身一家の安全ばかりを念として、
自分の持ち物をふやそうふやそうとする生活は、冷たい利己的な社会をつくるのです。」12と




































































































































家」「4 家族グループ住宅の提案」「家族 4 人 22 坪半の小住宅」「和洋なし食器の考案」「新





















































自由学園出版局 2006年『自由学人 羽仁吉一』婦人之友社 




羽仁もと子 1927年『羽仁もと子著作集第九巻 家事家計篇』婦人之友社 
羽仁もと子 1928年『羽仁もと子著作集第十四巻 半生を語る』婦人之友社 
婦人之友社 2003年『読者と歩んだ一世紀展』婦人之友社 
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11 読売新聞の 1923（大正 12）年 9月 13 日朝刊には「雑誌文化の危機 有数な雑誌社が焼失多
い印刷工場は秀英社だけ残る」という見出しの記事が掲載され、雑誌の継続発行を悲観視してい
る。 
12 『婦人之友』1923（大正 12）年 10 月号 6 頁 




15 『婦人公論』1930（昭和 5）年 12月号でも、「産業合理化」という経済用語の解説記事が 5
ページにわたり掲載されている。 
16 羽仁もと子『羽仁もと子著作集第 9巻 家事家計篇』婦人之友社、1927年、145 頁 
17 『友の會レポート』1933（昭和 8）年 12 月号(7)に、「現在までの総入場者数 594,847 人」と
いう記事がある。 
18 『友の會レポート』1934（昭和 9）年 4月号 
